2007年度ミーティング総括総括（改善点中心に）　　　　　　　　　文責　原田

ミーティング全般
□欠席者と遅刻者およびその理由を黒板に明示する。欠席・遅刻が悪いものであることを意識させるため。尚、ワンゲル規約は欠席に関する条文を強調して新入生には渡す。

□遅刻をなくすにはやはり上級生が時間通りに集まって、雰囲気を作るしかない。

□欠席者のフォローは、あくまでも欠席者が情報を求める、というスタンスを取る。その代わりではないが、勉強会資料は余りを部室においておくなり、手元にいきやすいようにする。また、ミーティングの議事録(主務ノートを他人に見せられるようにしたもの)を作り、部室においておくようにする。
□メンバーが望むならミーティングの曜日・時間は変更する。但し、1学期は現行のまま。
□机は丸く(コの字)にしたほうがやりやすいかも。

□山行募集の山の名前にはルビを振り、なおかつ山の魅力を伝えられると良い。
勉強会：抜けていた・強化したい項目

□計画書の書き方･･･全体山行前に新入生が困らないように。
□天気図の読み方･･･書き方の講習だけでは足りないと思われる。

□山域紹介･･･具体的に登る上での特徴や魅力を盛り込む。

□まとめテスト･･･やってみてもいいのでは？欠席者に補填をさせる意味においても。
□全般･･･網羅すべき最低限の項目はリストアップしたい。(地形図の回で、折り方の指導忘れがあって、新研まえに戸惑いが起きた。)
HPについて

□新入生獲得のためにも、写真・山行記録のアップを。

□欠席者のフォローの意味で、資料置き場は有効だと思う。

その他(実は重要)

□今年度同様、来年度特に1学期の山行募集計画を練っておく。
出来る限り簡潔かつ箇条書きにしたつもりなので、目に付くところにおいてもらえると喜ばしい限りです。
